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 タガ ログ 語 の名 詞 句 は、ANG格 ・NG格 ・S且格の いずれか で しる しづ け られ て いる。 この う

ち、xc格 とsa格 は θ役割 と密 接 に関連 しているが、 ANG格 は主 語 に相 当 し、構 造格で あ ると

考 え られ る。 本発表 は、 タガ ロ グ語の関係節 の分析 を通 して、 この 格がINFLのAGRに よ って

付与 され る もので はな い ことを 主張す るもの であ る。 格付 与者 は動 詞で あ り、語彙部門 に

お いて、 θ枠 の どの項 が被格 付 与者で あ るか とい う指 定が あ る と考 え る。

 タ ガ ログ 語 では、 通 常、NG格 は関係 節化 で きな い(=(1))が 、特 別 にANG格 と共 起 しな

い動 詞が主 要部 とな る関係 節 で は、NG格 で も関 係節化 で きる(=(2))。

(1)

(2)

'xdiyaryo  -ng [b-um-abasa ang lalakiJ

newspaper-LK    AV-read  ANG  man

'newspaper which the man read'

d坙aryo  -ng [ka-babasa lang ng Talaki)

newspaper-LK  RP-read   just NG  man

'newspaper which a man has just read'

この 非対称 性 は、 動詞 とaxc格 との間 に強 い関係が 結ばれ てい るこ とを示 して いる。特 に、

こ こでは格 付与 関係 が障 壁を 形成 して い るので 、 この障 壁 をBARRIERと 名付 けた。

 BARRIERは 英語 の分 析 に も有 用で ある。従来のbarrierの 概 念で は、(3-7)の よ うな場 合、

不要 な とこ ろに障 壁 が で きて し まい、ad hocな 規定が 必要 で あっ たが 、 BARRIERの 概念 では、

格 付 与がな ければ障 壁が で きな いので、 その よ うな心 配は な い。
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John was [uP killed  【  t  】1

John Iup see皿s 【CP 【!p  t  to Wln】11

John [りp see圏s 匸cP [Ip e  to be 【AF likely [cP 【Ip t  to winlj1】 】】

*John 正up see皿s 【cP [lP (it) is  [臼p likely 【cP [1p t  to 聹in]1】1】 】

1 【up believe IcP 【Ip hi層 to be honest】 】】.

ただ、曲 移動 にっ い てはbarrierの 概 念が有効 であ るので、 この 二っ の概念 の使 い分 けにっ

いて 、 さ らに考察 を加 え てい きたい。

(う えや ま あ ゆみ,博 士後期 課程)
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